
Ⅰ．はじめに

　近年，国産材価格の下落，人工林資源の成熟化を背景に，大規

模な国産材加工施設を持った事業体が増えつつある。この結果，

九州南部を中心に，搬出コスト等を抑えるために大面積皆伐を行

い，その後造林費用が賄えないため植林を放棄する林分が増加し

ている。大面積皆伐後の林分における森林回復については未知で

あり，持続可能な林業経営や森林資源の再生を止める可能性が高

く，森林の土砂流出防止機能の低減が予測される。この大面積皆

伐地の実態把握は十分でなく，今後予想される大面積皆伐のモニ

タリング手法の一つとして，リモートセンシングデータの活用が

期待されている。リモートセンシングを利用した伐採地抽出に関

しては，特に行政単位を超えた広範囲での取り組みには衛星デー

タの利用が有効な手段といわれている（村上ほか，２００６）。本研

究の目的は，衛星データとして SPOT HRG画像を用いた伐採地

の抽出手法の検討を行うことである。SPOT HRGは，その特徴と

して空間分解能が１０mとランドサットの３０mより高いため，森林

をはじめとする植生をより細かく解析できる。またカバレッジは

１シーンが６０km四方であるため IKONOS，Quickbird といった

高精細衛星画像よりも低コストでの運用が可能であるため，広範

囲にわたる大面積皆伐地を効率的に把握できるものと期待される。

Ⅱ．対象地および使用データ

　対象地は，大面積皆伐地が報告されている熊本県球磨村周辺地

域とした（図－１）。SPOT HRG画像は２００５年５月３０日に取得さ

れたものを用いた。空間分解能は約１０mであり，カバレッジは約

６０km四方である。解析に用いる森林マスク作成や検証用データ

として熊本県農林水産部森林整備課より提供された皆伐未植栽地

GIS データを用いた。このデータは２００６年に熊本県が行った皆伐

未植栽地調査により２００６年３月３１日時点で把握している皆伐未植

栽地である。この調査は皆伐後に植栽が行われていない伐採地を

把握する目的で行われたため，皆伐後植栽が行われた伐採地は含

まれていない。

Ⅲ．方　法

１）SPOT HRGを幾何補正し，熊本県GIS データを重ね合わせて
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図－１．対象地の SPOT　HRG画像



使えるようにした。２）この画像をマイクロイメージ社

TNTmips にインポートした。３）熊本県のGIS データのある範

囲のマスクを作成し，この範囲内で ISODATA法によりクラス

リングを行った。この際，初期クラスタ数は３２とし，実際には２２

クラスが得られた。この結果を教師としてマハラノビス距離法に

よる分類を行い，伐採地を抽出した。この際，通常は最尤法が用

いられるが，今回のケースでは伐採地と広葉樹林の区別がマハラ

ノビス距離法の方が優れていたので，こちらの結果を採用した。

分類結果の統合には，２００６年９月５日に行った地上でのグランド

トゥルース調査結果を参考にしながら，針葉樹林，混交林，広葉

樹林，伐採地，雲とその影に分類した。この結果はGISデータを

比較が容易になるように，７×７のメディアンフィルタでノイズ

を除去した後，ベクター化した。４）熊本県森林GISデータの皆

伐未植栽地データの伐採地（以下GIS データによる伐採地）と

SPOT HRG画像の分類により求めた伐採地が重なるポリゴンを

抽出し，両者を比較することによって伐採地面積の推定精度を求

めた。

Ⅳ．結　果

�　伐採地抽出の分類結果では，伐採地の他，広葉樹林や市街地

の一部が誤抽出されていた。また芦北地方の海岸沿いの常緑広葉

樹林の一部が伐採地として抽出されていた。表－１に SPOT 

HRGから抽出された伐採地の概要を示す。

�　伐採面積の推定精度は図－２に示されているとおり，過剰推

定となった。決定係数R２は０．０４５と低かった。また外れ値として

SPOT HRGによる伐採面積がGIS データによるものより極めて

大きい箇所が見られた。

Ⅴ．考　察

　伐採地抽出の分類結果では，伐採地以外の土地被覆がかなり誤

抽出された。特に誤抽出で多かったものは広葉樹，農地および市

街地であった。また間伐を受けた林分が伐採地として抽出されて

いるケースも見られた。これらは，伐採地の反射スペクトル特性

がかなり幅を持っていることが原因と考えられる。九州南部の伐

採地は主に，伐採直後の裸地から草地，落葉低木林，落葉高木林，

常緑林と遷移していくが，草地と低木林と落葉あるいは常緑広葉
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図－２．SPOT HRGによる伐採面積とGIS データによる伐
採面積の関係

図－３．SPOT HRGによって抽出されたGIS データに記載
されている伐採面積よりも大きな伐採地

　　　　（太線：SPOT HRGによる伐採地、細線：GIS デー
タによる伐採地）

表－１．SPOT HRGから抽出された伐採地の概要

抽出状況
SPOT HRG
による伐採地
（ha）

GIS データに
よる伐採地
（ha）

伐採地 ID

周辺の伐採地、広葉樹を併せて抽出、衛星
では２０とつながっている

１７４．０１．６１９

周辺の伐採地、広葉樹を併せて抽出、衛星
では１９とつながっている

１７４．０１１．６２０

衛星では周辺の伐採地、間伐地、広葉樹を
抽出している

１５７．０４．５３０

衛星では周辺の伐採地、裸地を広く１５３．２９．６２５

周辺伐採地を併せて抽出１２９．４４．５４９

いわゆる百ヘクタール伐採地１０７．１９５．６４８

衛星では周辺の広葉樹を誤抽出１０７．０３．４３７

衛星では周辺の広葉樹を誤抽出９０．６１．０２８

衛星に時期の異なる伐採あり５９．５２１．０２３

衛星では隣接小班に別な伐採地５６．６２８．６３９

一部のみ抽出、衛星ではGIS 上の伐採地横
の新しい伐採地を抽出

５５．９１２．１３４

衛星では周辺の伐採地と広葉樹を併せて抽
出

４８．０６．２４１

誤抽出３７．７３．２２１

衛星では周辺の伐採地、広葉樹を抽出して
いる

３６．１９．０２９

周辺伐採地を併せて抽出３３．３２４．０５６

衛星では周辺の伐採地も併せて抽出３３．０６．８３１

衛星では周辺の伐採地を含む３０．６３．３２４

誤抽出２８．６１．０１

衛星では周辺の伐採地、疎な広葉樹も抽出２７．６８．４３２

伐採地の形状はかなり異なる２６．３２１．９６４

周辺伐採地を併せて抽出、形状が異なる２２．１９．３６７

GIS では３カ所２１．３９．８４



樹林のスペクトル特性は連続的に変化しているため，判別は難し

い。これら問題を解決するためには，多時期を用いる方法が有効

である（太田，２００５；粟屋，１９９０）。また正確な森林域マップと

伐採地の遷移過程を把握することは，伐採地抽出の精度を向上さ

れるだけでなく，回復の遅れている伐採地を抽出する上で重要で

ある。

　伐採地面積の推定では，推定精度が低かったが，これは衛星側

で非常に大きな過剰推定をしている外れ値があったためである。

この外れ値を精査して見ると周辺の伐採地や広葉樹などを併せて

抽出してしまうことによって過剰推定となるケースが多く見られ

た。これらのなかには，道路沿いに集落や農地を伐採地と誤抽出

し，これらといくつかの伐採地を併せて抽出してしまったものも

見られた。一方で，図－３のようにGISデータの値よりも大きな

皆伐地も見られ，うち３件は５０ha 以上であった。今回，衛星

データとの比較に用いた皆伐未植栽地データは，調査が皆伐後に

植栽が行われていない伐採地を把握する目的で行われたため，皆

伐後に植栽が行われた伐採地は含んでいない。しかしこの地域で

は，他に皆伐地を把握したデータはなく，大面積皆伐地に関して

は，GIS データにないデータを SPOT HRGからの画像解析で補う

ことも可能である。
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